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し、食器は銅器や鋳物、漆器、さらに体験で制作したも
のを使用する。産業拠点施設の「見る」「学ぶ」「作る」「買
う」に加えて、「使う」機能を付加しようという提案で
ある。こうした提案も、学生の新鮮な目で探ることで見
えてくるものである。
　販売についても、現在の委託販売について見直すべき
という提案もあった。地場産業センターは公的機関での
委託販売のため、特定のメーカに偏ることができない。
そこで地場産業センターが販売スペースをコーディネー
トするのではなく、製造者が直接地場産業センター内の
販売エリアを企画コーディネートする方式をとり、それ
ぞれが自社製品の販売・PRに直接携わる方法に変えると
いう提案である。販売・PRを各社で行う分、地場産業セ
ンターの委託手数料が減少する可能性があるが、結果と
して新しい販売先が創出され、全体としての売上増加が
見込めるなら、産業全体としては望ましい。
　また、センターの運営に伝統産業に興味のある若い人
材を取り込むことも提案された。今回の調査研究もその
一つであろう。近隣の富山大学芸術文化学部との連携も
相互に利点がある形になれば、つながりは深化するので
はないか。今回の事業がその試金石となりうる。
　その他の意見としては、集客のためにスタンプラリー
を実施する、産業拠点施設を道の駅に転化するなどの意
見も出された。
　このように産業拠点施設は多様な問題を変えながら
も、新しい主体や仕組みを取り込みながら変革を遂げる
ことが求められている。何もしなければ衰退から免れる
ことはできない。新しい挑戦をし続けていくことこそ、
生き残っていく道である。そこで、今回の事業が高岡地
域地場産業センターからの要請であり、施設内部から積
極的に改善しようとする姿勢であることは高く評価でき
る。伝統的工芸品産業は、考え方が硬直的で変化を好ま
ない。しかし、今回の事業のように、大学生の外部の目
で調査と改善提案を行うことは、比較的費用をかけずに
実施が可能である。事業そのものが、学生、事業者、双
方にメリットがある形をつくることができるなら新しい
産業拠点施設整備のモデルとなり、伝統的工芸品産業再
生の糸口となりうるのではないか。
　しかし改善提案を実現するには、事業費を確保しなけ
ればならない。本気で変革を行うなら大規模な対策を行
う必要があり、そのためには予算は不可欠である。予算
がないのであれば、今あるもので最大の効果を高める努
力を行うこと、地場産業センターにしか存在しない地場
産業センターならではのものを見出し活用することしか
ない。まずは今回の多くの提案から優先順位をつけ、で
きることを地道に行うことが求められている。
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